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はじめに

• 森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク※作成の
資料や、環境省作成の事例集を参考に調査する対
象都道府県を選定（１８県）

　　

• ホームページ等により都道府県の支援制度を調査

• 自然環境を活用した幼児教育を支援している都道
府県は７県について判明

※「森と自然を活用した保育・幼児教育」の推進のため組織された自治体
のネットワーク、２０１８年１０月設立



調査結果の概要

• 幼稚園や保育所を認定する制度と、補助事業をセットに
して制度化している県がほとんど（６県）

• 補助事業を単独で活用できる県は１県のみ

　　ただし、自然保育導入に向けたリーフレット作成

　　やサポート事業とセットで制度化

• 補助事業の対象経費は、研修やフィールド整備、体験
活動



認定制度と補助事業をセットで制度化している事例

奈良県　：　奈良っ子はぐくみ条例

他に認定制度とセットで制度化している県　：　長野県、広島県、鳥取県、滋賀県、千葉県

指針や要領の定めにより、自然保育は一定実施されていること
を前提に、より前向きに、より良い形で自然保護に取り組むモチ
ベーションとして創設

【対象団体】

保育所、認定こども園、幼稚園、認可外保育施設、継続的には
ぐくみを行っている団体

【主な認証基準】

• 園の活動方針、指導計画等に自然保育に関する事項を入れ、
計画的に実施すること。

• 長期休暇等を除き、自然保育時間が平均して概ね週６時間
以上行われていること。

• 屋外での自然保育に使用できる場所が園庭又は園庭外にあ
ること。

• 申請日時点の保育者と在籍する子供の人数比率及び保育
者の資格について、定める基準をすべて満たしていること。

奈良っ子はぐくみ自然保育認証制度

■対象事業者
　奈良っ子はぐくみ自然保育認証制度の認証を受けた団体
■対象経費
　自然保育推進事業に要する次の経費
　研修受講費、フィールド整備・安全確保費（賃金、委託料）、
　外部指導者謝礼、
■補助率
　１／２以内（上限　１団体あたり１５万円）

奈良っ子はぐくみ自然保育推進事業補助金

奈良っ子はぐくみ自然保育ガイドラインの策定

自然保育者育成研修

自然保育アドバイザー派遣

自然保育実践事例発表会

【条例制定のねらい】

　県が目指す就学前の子どものはぐくみを一層進めるため、「奈良っ子はぐくみ条例」を
制定し、考え方や施策の展開方策を明示



補助事業を単独で活用できる事例

山梨県　：　自然保育導入推進事業、
　　　　　　　 森林体験活動支援事業費補助金

■対象事業者
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、
高等専修学校、認定こども園、幼稚園、保育所 

■対象経費
森林体験活動で、次のいずれにも該当するものとする。

・森林散策、森林の観察、森林を活用した自然体験学習会、間
伐体験、植樹体験等の活動。

・学校林や森林公園等、県内において、すでに整備されている
フィールドを活用するもの。

・教育機関等が直接実施、又は、教育機関等がＮＰＯ等の団体
に実施委託しているもの。

■補助率
　１０／１０以内 （上限　１教育機関等あたり３０万円）

森林体験活動支援事業費補助金(森林整備課)自然保育導入推進事業(子育て政策課)

『やまなし自然保育導入支援の手引き』
の作成・配布

『やまなし自然保育リーフレット』『やまなし
自然保育活動事例集』の作成・配布

自然体験活動に取り組む園の
活動紹介

自然保育活動表彰

自然保育サポート事業


